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論文内容の要旨

本論文は， n人 0 和ゲームの基本的なモデルをポーカーを例にとり，各モデルの情報構造と最適行動

の関連J性について考察した。 n人 0 和ゲームは n=2 と n>2 の場合で二分できる。一般に n=2 の場

合はmm-max解をもって最適解とする。一方， n>2 の場合は種々の平衡解が提案されている。この

中で最も基本的な解がNash解である。本論文では，第 2 ， 3 , 4 , 6 章でn=2 の場合，第 5 章で n ニ

3 の場合(この時，最適解としてNash平衡解を採用する)を考察する。さらに，解析の簡単のために

連続型モデルのみを扱っている。

第 1 章では，完全記憶をもっゲームにおける最適行動戦略の存在を保証した Kuhn の定理およびポー

カーに関するこれまでの研究の概略を説明している。第 2 ， 3 章では， La Relance (唯 1 つの賭け金を

持つスタッド・ポーカー)を扱う。第 2 章では，各プレイヤーの手札の分布が相関のある 2変量分布の

場合について相関の程度と解の関連'性について考察している O 第 3 章以降では各プレイヤーの手札の分

布が独立な一様分布に従う場合について考察している。第 3 章では，先手のプレイヤーと後手のプレイ

ヤーの聞に雑音のある通信路が介在し，先手プレイヤーの決定が，後手プレイヤーに正確に伝達されな

い場合についてその通信路の通信容量と解の関連性を考察した。第 4 ， 5 章では， Hi-Lo ポーカーを

扱っている。第 4章では，各プレイヤーが決定を行う時点で自分及び相手の手札の値について有する情

報量と最適解との関連d性について考察する。 4. 1 章では，プレイヤーが決定を行う時点で自分の手札

の値のみ既知の場合で，各プレイヤーに配られるカードが 2 枚の場合と 1 枚の場合を， 4. 2 章では各

プレイヤーに 2 枚ず、つ手札が配られるが，そのうちの 1 枚はプレイヤーが決定を行った後に配られる場

合を， 4. 3 章では各プレイヤーにやはり 2 枚ずつ手札が配られるがそのうちの 1 枚は表を向けて配ら

-425-



れる場合，すなわち相手に自分の手札の値についての部分情報を与えてしまう場合を解析している。第

5 章では，手番の順序および利得関数の形と Nash平衡解の関連性について考察した。第 6 章では，先

手プレイヤーが賭け金の額を決定しなければならない。この場合，彼は自分の決定した賭け金額で自分

の手札の値についての部分情報を相手に与えることになる。ここでは特に，先手プレイヤーの最適混合

戦略を求めている。

論文の審査結果の要旨

ポーカーは不完備情報ゲームの最も簡単な例である。本論文は，連続型モデルのポーカーでのプレイ

ヤーの情報構造をいろいろに変化させて対応する最適行動がどのように反応するかを研究したものであ

る。

2 人の La Relance ポーカー(先手後手のある 1 段スタッドポーカー)では先手の不利なことが①ブ

ラフを伴う②ゲームの値が負になることにより現れる。 2 章では両プレイヤーの手札がGumbel の従属

2 変量一様分布により配られるとすると，従属の度合いの増大とともに，先手の不利さが減少すること

を示した。 (P. 18の定理 2.3) 03章では先手の選択(おりたか，賭けたか)が雑音のために不正確

に後手に知らされるとき，やはり先手の不利さは減少し，その量は情報伝送量と“ go together" であ

ることを示した (P. 31の定理 3. 2) 

4 章ではHi-Lo ポーカーにおいて，各人に① 2 枚のカードがface downで、配られる。② 1 枚がface

downで配られ 1 枚が“ center card" になる③ 1 枚がface down , 1 枚がface up で配られる，ときの

ゲームの解を比較して情報的な意味づけを与えている。 5 章では 3 人の Hi-Lo ポーカーを解析し

payoffの与え方によっては，第 1 番手が最不利，第 2 番手がこれに次ぎ，第 3 番手が最有利ということ

には必ずしもならないことを示している。

6 章はいわゆる Newmanのポーカーを扱っている。先手が賭け金額を自由に際限もなく大きく選ぶ

ことが許されるとしたとき，ゲームの値は 1/今，先手は 1/守より極く小さい手札のときに甚だしく大胆

なブラフをなし， 1々から竹までのときは賭け金額ゼロを選ぶべきである。このように解の中には

自然数 7 がmysterious に登場してきて，その理由は解明されていなかったが，この不思議な定理を著者

は自然な形で導いている (P. 84の系 6. 1) 。

以上のように，本論文はポーカーの数学モデルについて多くの新知見を加えるものであり，博士論文

として価値あるものと認める。
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